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A-Policy

　
昨
年
９
月
、
国
内
で
は
26
年
ぶ
り
と
な
る

豚
コ
レ
ラ
の
発
生
が
岐
阜
県
の
農
場
で
確
認

さ
れ
て
以
降
、
本
年
２
月
６
日
に
は
県
内
で

も
感
染
が
確
認
さ
れ
、
飼
養
豚
２
，
４
８
２

頭
の
殺
処
分
を
含
む
様
々
な
防
疫
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
し
た
。
５
月
10
日
現
在
で
も
、
１

府
４
県
で
22
事
例
、
48
農
場
、
８
８
，

０
０
０
頭
を
超
え
る
豚
が
殺
処
分
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
も
岐
阜
県
で

３
９
０
頭
、
愛
知
県
で
14
頭
の
感
染
を
確
認
、

直
近
の
中
津
川
市
で
の
感
染
事
例
で
は
半
径

10
㎞
圏
内
に
本
県
も
含
ま
れ
る
た
め
、
県
内

養
豚
農
家
な
ら
び
に
畜
産
関
係
者
に
は
緊
張

感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で

は
、
行
政
と
協
力
し
て
、
県
内
の
養
豚
場
に

持
ち
込
ま
せ
な
い
た
め
の
防
疫
対
策
と
し
て
、

牧
柵
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
、

令
和
元
年
度
、
畜
産
酪
農
部
は
以
下
に
掲
げ

る
具
体
策
を
も
っ
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
生
産
基
盤
維
持
と
販
売
数
量
の
確
保

① 

空
舎
利
用
に
よ
る
補
完
的
生
産
事
業
の
取

組
み　
　

② 

肥
育
素
子
豚
の
安
定
的
確
保
と
事
業
方
式

の
取
組
み

③ 

自
家
産
後
継
牛
の
確
保
と
乳
質
改
善
対
策

④ 

県
本
部
奨
励
施
策
に
よ
る
基
盤
の
維
持
確

保
⑤ 

生
乳
生
産
基
盤
緊
急
支
援
事
業
に
よ
る
販

売
数
量
確
保

⑵ 

信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
強
化
と
生
産
性

向
上
に
よ
る
農
業
所
得
の
増
大

① 

信
州
ブ
ラ
ン
ド
畜
産
酪
農
品
の
県
内
外
で

の
販
売
促
進

② 

生
産
性
向
上
巡
回
の
継
続
実
施
な
ら
び
に

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
の
取
り
組
み
啓
蒙

③ 

飼
料
用
米
の
利
用
や
集
送
乳
合
理
化
に
よ

る
コ
ス
ト
低
減

⑶ 

県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
充
実
と
経
営
の

安
定

① 

三
岳
牧
場
／
肥
育
事
業
、
預
託
頭
数
の
拡

大
、
飼
料
コ
ス
ト
の
削
減

② 

八
个
岳
牧
場
／
効
率
的
な
搾
乳
頭
数
の
維

持
、
販
売
育
成
牛
の
増
頭

③ 

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー
／
繁
殖
成
績
向

上
に
よ
る
販
売
子
豚
頭
数
の
確
保

⑷ 

地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
と
設
置
検
討

① 
現
行
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と
対
応

② 
新
規
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
課
題
整
理

⑸
食
肉
処
理
場
の
あ
り
方
協
議
の
継
続

① 「
長
野
県
食
肉
流
通
合
理
化
検
討
会
」
へ

の
参
加

　
今
年
度
は
、
発
効
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
２
年
目
と
し
て
、
関
税
の
更
な
る

引
き
下
げ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日

米
間
で
実
質
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
日
米
貿
易

交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
か
ら
国
際

貿
易
交
渉
で
は
、
常
に
、
畜
産
酪
農
製
品
が

標
的
と
な
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
長

野
県
内
は
決
し
て
規
模
が
大
き
く
な
い
農
家

に
よ
る
畜
産
酪
農
業
が
中
心
で
す
。
一
度
失

わ
れ
た
生
産
基
盤
は
な
か
な
か
元
に
戻
せ
な

い
た
め
、
補
完
的
な
生
産
に
よ
り
数
量
確
保

を
図
り
な
が
ら
有
利
販
売
の
仕
組
み
を
つ
く

り
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
農
家
所
得
の
増
大

を
目
指
し
て
生
産
基
盤
の
維
持
が
図
れ
る
よ

う
、
畜
産
酪
農
部
で
は
本
年
も
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｓ
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
省
燃
費

車
の
普
及
に
よ
り
燃
料
油
需
要
が
減
退
し
て

お
り
、
そ
の
傾
向
は
今
後
も
続
い
て
い
く
こ

と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

厳
し
い
環
境
下
に
お
い
て
、
事
業
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
顧
客
の
固
定
化
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
で
は
、
顧
客
の
固
定

化
の
た
め
の
重
要
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
で
あ
る

「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」
の
発
券
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド

に
は「
燃
料
油
の
値
引
き・ポ
イ
ン
ト
還
元・

無
料
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
付
帯
」
な
ど
の
お
客

様
向
け
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
顧
客
の
固
定
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
３
月
末
に
お
け
る
長
野
県
Ｊ
Ａ

‐
Ｓ
Ｓ
発
券
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
会
員
数

は
、
約
６
万
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
か

ら
の
継
続
的
な
取
り
組
み
の
成
果
に
よ
り
、

非
常
に
多
く
の
お
客
様
が
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ

Ｓ
発
券
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
を
所
持
す
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も

新
規
の
会
員
獲
得
を
目
指
し
、
多
く
の
Ｓ
Ｓ

で
入
会
フ
ェ
ア
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
で
は
お
客

様
の
固
定
化
に
向
け
て
、
他
の
Ｓ
Ｓ
に
は
な

い
独
自
特
典
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
長
野
県

Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
で
発
券
さ
れ
た
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
の
Ｓ
Ｓ
、
配
達
灯

油
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
お
支
払
い
で
半
年
間

に
５
万
円
以
上
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
、
抽
選
で
１
，
０
０
０
名
様
に
「
Ｊ
Ａ

ま
ご
こ
ろ
商
品
券
２
，
０
０
０
円
分
」
を
進

呈
し
て
い
ま
す
。
独
自
特
典
に
よ
り
他
店
と

の
差
別
化
を
図
り
、Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
で
の
発
券・

利
用
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｓ
事
業
環
境
は
今
後
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
き
ま
す
が
、
お
客
様
に
選
ん
で
い
た
だ

け
る
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
を
目
指
し
て
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
カ
ー
ド
に
よ
る
顧
客
固
定
化
の
取
組
み
を
、

今
後
も
引
き
続
き
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

畜産酪農部

畜
産
酪
農
部
令
和
元
年
度
取
組
み
方
針

燃料ホーム・
エネルギー課

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
発
券
推
進
に
よ
る

顧
客
固
定
化
の
取
組
み

ＳＰＦ豚繁殖センターで飼育されている子豚

農協牛乳農協牛乳

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
発
券
推
進
に
よ
る
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A-Policy

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
生
活
事
業
推
進
協
議
会（
事

務
局
／
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
活
部
）
は
５
月
８

日
㈬
、全
農
長
野
広
域
宅
配
セ
ン
タ
ー
で「
宅

配
推
進
者
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
Ｊ

Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
」
事
業
の
推
進
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
当
日
は
Ｊ
Ａ
担

当
課
長
や
配
送
担
当
者
、
全
農
長
野
の
関
係

職
員
、
計
20
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

◆
取
扱
商
品
の
試
食
と
特
徴
を
確
認

　

 　
会
議
で
は
、
宅
配
独
自
商
品
と
市
販
商

品
と
の
食
べ
比
べ
や
商
品
の
特
徴
を
確
認

す
る
た
め
、
昼
食
を
利
用
し
て
実
際
に
お

客
様
に
お
届
け
す
る
取
扱
商
品
を
試
食
し

ま
し
た
。
試
食
や
、
商
品
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
り
取
扱
商
品
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

は
、
Ｊ
Ａ
宅
配
の
良
さ
を
知
り
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
食
生
活
の
提
案
に
つ

な
が
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
で
の
組
織
商
品
研
修

会
や
宅
配
利
用
者
懇
談
会
で
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
広
域
宅
配
セ
ン
タ
ー
の
視
察

　

 　
広
域
宅
配
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
会
員
の

商
品
の
入
荷
や
検
品
、
個
別
の
通
い
箱
に

ピ
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
ラ
イ
ン
等
を
視
察
し

ま
し
た
。
深
夜
か
ら
早
朝
に
行
わ
れ
る
箱

詰
め
作
業
は
、
食
材
の
選
定
か
ら
お
客
様

の
自
宅
に
届
く
ま
で
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
視
聴
し
、
確
認
し
ま
し
た
。
全
農
長
野

が
制
作
し
た
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
が
集
う
場
所
で
も
機
会
を
見
て
視

聴
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
推
進
活
動
の
事
例
紹
介

　

 　
実
際
の
推
進
活
動
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
の

推
進
担
当
者
か
ら
事
例
紹
介
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
広
報
誌
や
ロ
ー
カ
ル
誌

に
宅
配
の
案
内
を
し
た
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
」「
簡
便
商
品
の
い
き
い
き
便
利

メ
ニ
ュ
ー
は
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
に

案
内
を
し
て
対
象
者
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
」「
時
間
を
つ
く
り
山
間
地
を
中
心

に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
」「
新
規

加
入
会
員
宅
へ
慣
れ
る
ま
で
声
掛
け
を
し

て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
」
等
、
出
席
者
の

参
考
に
な
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

◆
意
見
交
換

　

 　
会
議
の
後
半
は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
と
発
表
の
場
と
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
選
び
、
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　
発
表
で
は
、「
お
た
め
し
セ
ッ
ト
が
無

料
の
た
め
加
入
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
か
ら
、「
お
た
め
し
セ
ッ
ト

は
全
て
の
商
品
を
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
て
Ｐ

Ｒ
す
れ
ば
い
い
」「
農
繁
期
限
定
で
推
進

を
し
て
い
る
」「
加
入
者
に
は
声
を
掛
け

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
」

「
Ｊ
Ａ
職
員
に
も
知
っ
て
も
ら
う
努
力
が

必
要
」「
宅
配
の
配
達
の
際
に
は
推
進
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
込
ん
だ
ら
ど
う
か
」

と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
・
提
案
を

基
に
、
宅
配
利
用
者
の
新
規
加
入
推
進
は
も

ち
ろ
ん
、
既
存
会
員
の
皆
さ
ん
に
加
入
メ

リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
継
続
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生活課

Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配

～
研
修
会
で
事
業
推
進
と
理
解
を
深
め
る
～

広域宅配センターの視察意見発表

※表紙右上の写真／宅配商品の説明をする全農長野職員

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
進
展
を
加
速
化

さ
せ
、
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．  【
自
己
改
革
に
お
け
る
最
重
点
施
策
】　

平
成
31
年
３
月
末
時
点
で
の
総
括

そ
の
１
▼
営
農
支
援
体
制
の
充
実
《
担
い
手
に
対
す
る
出
向
く
体
制
強
化
お
よ
び
労
働
力
確
保
》 

⑴ 

出
向
く
体
制
強
化
は
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
に
よ
る
共
同
訪
問
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
別
の
共
同
対
策
に
つ

い
て
具
体
的
に
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、農
業
労
働
力
確
保
対
策
お
よ
び
営
農
指
導
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

県
と
連
携
し
た
情
報
交
換
会
な
ら
び
に
研
修
会
等
の
開
催
に
よ
る
体
制
整
備
を
す
す
め
て
い
る
ほ
か
、
指
導

者
会
議
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
開
催
し
て
連
携
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵ 

担
い
手
ニ
ー
ズ
の
対
応
と
し
て
、
農
家
戸
別
銘
柄
「
Ｂ
Ｂ
わ
た
し
の
肥
料
」
の
提
案
推
進
に
よ
り
、
野
菜
産

地
を
中
心
に
取
扱
が
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、
農
薬
の
農
家
直
行
配
送
の
利
用
し
易
い
条
件
へ
見
直
し
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
稲
超
大
型
規
格
農
薬
は
取
り
組
み
が
着
実
に
広
が
り
ま
し
た
。

⑶ 

畜
産
・
酪
農
で
は
、
県
本
部
生
産
農
場
で
の
素
畜
供
給
拡
充
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
営
農
指
導
の
強
化
、

空
舎
を
利
用
し
た
生
産
農
場
の
準
備
に
よ
る
生
産
基
盤
の
維
持
確
保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
２
▼
農
業
所
得
の
増
大
《
J
A
・
県
域
に
よ
る
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
削
減
》 

⑴ 

農
業
所
得
増
大
に
向
け
て
、
計
画
・
適
正
生
産
の
推
進
な
ら
び
に
ブ
ド
ウ
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、

集
出
荷
対
策
向
上
の
た
め
、
多
様
な
生
産
者
へ
の
販
売
企
画
提
案
を
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
宣
伝
活

動
と
し
て
統
一
ロ
ゴ
の
活
用
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
通
じ
、
長
野
県
産
農
畜
産
物
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

⑵ 

生
産
資
材
は
、
原
材
料
な
ら
び
に
銘
柄
・
規
格
の
集
約
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
省
力
型
Ｂ
Ｂ
肥
料
の
普
及

拡
大
、
農
業
機
械
の
低
価
格
モ
デ
ル
の
共
同
購
入
、
県
域
レ
ン
タ
ル
・
中
古
機
流
通
拡
大
に
よ
る
生
産
に
係

る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
３
▼
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
《
地
域
の
生
活
基
盤
整
備
》 

⑴ 

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
充
実
に
向
け
て
、
Ｊ
Ａ
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
通
じ
た
Ｓ
Ｓ
店
舗
の
経
営
強
化
を
は

じ
め
、
配
送
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
灯
油
配
送
事
業
の
効
率
化
を
す
す
め
た
ほ
か
、
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、

全
Ｊ
Ａ
販
売
所
に
Ｇ
Ｌ
Ａ
を
設
置
し
て
営
業
力
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵ 

宅
配
事
業
で
は
、
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
会
員
を
主
体
と
し
た
戸
数
維
持
な
ら
び
に
宅
配
利
用
者
懇
談
会
の
実
施

に
よ
る
事
業
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
家
庭
薬
事
業
で
は
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
配
置
戸
数
の
確

保
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
努
め
ま
し
た
。

自
己
改
革
工
程
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
．
各
事
業
別　

平
成
31
年
３
月
末
進
捗
状
況

【
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
】

実
行
具
体
策

30
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
中
心
的
担
い
手
等
の
育
成
・
支
援

⑴
Ｊ
Ａ
と
県
域
の
出
向
く

　

体
制
整
備

全
Ｊ
Ａ

14
Ｊ
Ａ

県
域
の
訪
問
先
の
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
県
域
と
の
共
同
訪

問
に
つ
い
て
14
Ｊ
Ａ
に
提
案
を

行
っ
た
。
共
同
対
策
に
つ
い
て
引

き
続
き
Ｊ
Ａ
別
に
協
議
す
る
。

⑵ 

労
働
力
確
保
情
報
交
換
会
等
の

開
催

２
回

情
報
交
換
10
回

研
修
２
回

県
等
と
連
携
し
、
情
報
交
換
会
・

研
修
会
等
を
開
催
し
た
。
31
年
度

よ
り
「
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
業
労
働
力

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
運
営

す
る
。

２
．
営
農
指
導
体
制
の
強
化

⑴
担
い
手
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　

も
と
づ
く
指
導
体
制
強
化

４
Ｊ
Ａ

４
Ｊ
Ａ

４
Ｊ
Ａ
で
実
施
し
営
農
指
導
事
業

で
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ

す
取
り
組
み
を
す
す
め
た
。

⑵
品
目
別
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

　

研
修
会
開
催
（
受
講
者
数
）

20
人

52
人

経
営
管
理
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
研
修
会

を
開
催
（
４
回
）
し
、
52
人
が
受

講
し
た
。

⑶
指
導
者
会
議

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
開
催

60
回

63
回

積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
計
画

を
達
成
し
た
。

３
．
栽
培
技
術
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
推
進

⑴ 

リ
ン
ゴ
Ｍ
９
台
木
の
取
木
繁
殖

技
術
定
着
推
進
と
ウ
ィ
ル
ス
フ

リ
ー
化
台
木
生
産

45
千
本

45
千
本

リ
ン
ゴ
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産
供
給

を
継
続
推
進
す
る
。

⑵ 

業
務
用
多
収
穫
省
力
化

技
術
研
修
会
開
催

　

①
供
給
先
別
果
樹
多
収
穫
技
術
研
修
会

　

②
業
務
用
野
菜
栽
培
技
術
研
修
会

①
２
回

②
３
回

①
２
回

②
２
回

① 

り
ん
ご
高
密
植
わ
い
化
栽
培
研

究
会
・
指
導
会
。

② 

キ
ャ
ベ
ツ
・
ダ
イ
コ
ン
機
械
収

穫
一
貫
体
系
の
実
践
検
証
等
。

４
．
安
全
・
安
心
な
信
州
農
作
物
の
生
産
・
供
給

⑴
残
留
農
薬
自
主
検
査
の
実
施

１
，
７
０
０
検
体

１
，
６
５
０
検
体

ほ
ぼ
計
画
通
り
の

検
査
と
な
っ
た
。

⑵ 

G
A
P
・
ト
レ
ー
ス
産
地
条
件

等
の
研
修
会
開
催

4
回

4
回

G
A
P
全
体
会
議
、
地
区
別
等
の

研
修
会
を
実
施
し
た
。

自己改革行程の進捗状況について
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自己改革行程の進捗状況について

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

30
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
包
装
資
材
価
格
の
メ
リ
ッ
ト
創
出

⑴ 

段
ボ
ー
ル
原
紙
ア
イ
テ
ム
の

集
約

累
計
10
ア
イ
テ
ム

累
計
10
ア
イ
テ
ム

小
ロ
ッ
ト
原
紙
の
集
約
を
実
施
。

今
後
も
使
用
量
の
少
な
い
原
紙
の

集
約
に
取
り
組
む
。

⑵ 

段
ボ
ー
ル
の
規
格
集
約

累
計
５
規
格

累
計
５
規
格

サ
ニ
ー
・
リ
ー
フ
の
抜
き
型
を
集

約
し
た
。
型
集
約
の
視
点
も
含
め

て
規
格
集
約
を
拡
大
す
る
。

２
．
担
い
手
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

⑴
「
わ
た
し
の
肥
料
」
の
取
扱
拡
大
２
，
６
５
０
ｔ

３
，４
８
５
ｔ

南
佐
久
を
中
心
に
受
注
が
大
き
く

増
加
。
更
な
る
拡
大
を
目
指
す
。

⑵
農
薬
の
農
家
直
行
方
式
拡
大

１
６
０
戸

１
５
４
戸

果
樹
・
野
菜
農
家
向
け
で
計
画
未

達
成
。
直
行
条
件
の
見
直
し
を
行

い
、
拡
大
を
目
指
す
。

⑶ 

水
稲
超
大
型
規
格
農
薬
の

取
扱
拡
大

１
，
８
０
０
ha

１
，
９
４
３
ha

取
り
組
み
が
着
実
に
広
が
り
計
画

を
上
回
っ
た
。
更
な
る
面
積
の
拡
大

を
目
指
し
、品
目
の
充
実
を
は
か
る
。

３
．
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
抑
制

⑴
省
力
型
Ｂ
Ｂ
肥
料
の
普
及
拡
大
７
，
２
０
０
ｔ

７
，
６
３
１
ｔ

新
規
銘
柄
の
普
及
が
す
す
み
拡
大

と
な
っ
た
が
、
引
き
続
き
更
な
る

普
及
を
目
指
す
。

⑵ 

よ
り
安
価
な
緩
効
性
窒
素
肥
料

の
Ｂ
Ｂ
原
料
へ
の
活
用

２
５
０
ｔ

２
３
９
ｔ

野
菜
向
け
で
浸
透
せ
ず
計
画
未
達
成
。

31
年
産
に
向
け
提
案
済
み
で
普
及
・
拡

大
に
向
け
更
な
る
推
進
に
取
り
組
む
。

４
．
農
機
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

⑴ 

県
域
推
奨
型
式
設
定
に
よ
る

重
点
購
買

累
計
５
型
式

累
計
５
型
式

従
来
の
３
型
式
（
ト
ラ
ク
タ
ー
20
Ｐ
Ｓ
、

ト
ラ
ク
タ
ー
25
Ｐ
Ｓ
、
畦
草
刈
機
）
に
加

え
、30
年
度
は
２
型
式（
管
理
機
２
型
式
）

を
追
加
設
定
し
供
給
を
開
始
。
次
年
度

は
、
小
型
農
機
の
追
加
を
検
討
す
る
。

⑵ 

中
古
機
流
通
拡
大
に
向
け
た

不
用
農
機
査
定
・
買
取
の

取
り
組
み
実
施

累
計
４
Ｊ
Ａ
実
施

累
計
３
Ｊ
Ａ
実
施

北
信
３
Ｊ
Ａ
で
、
不
用
農
機
の
査
定
・

買
取
に
つ
い
て
地
域
情
報
誌
・
Ｊ
Ａ
広

報
誌
で
告
知
し
取
り
組
み
を
実
施
。
次

年
度
は
、
他
Ｊ
Ａ
へ
水
平
展
開
す
る
。

⑶ 

県
域
レ
ン
タ
ル
事
業

実
施
Ｊ
Ａ
の
拡
大

４
Ｊ
Ａ
実
施

５
Ｊ
Ａ
実
施

４
Ｊ
Ａ
へ
ト
ラ
ク
タ
ー
、
１
Ｊ
Ａ
へ

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
の
貸
出
を
実
施
。

次
年
度
は
、
圃
場
の
排
水
対
策
を
目

的
と
し
た
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
ミ
ニ
の

貸
出
推
進
に
取
り
組
む
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

30
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大

⑴
多
収
穫
・
省
力
栽
培
に
よ
る

　

規
模
拡
大

①
コ
ギ
ク
の
生
産
拡
大

②
加
工
業
務
用
野
菜
の

　

拡
大
推
進

①
２
３
５
万
本

②
キ
ャ
ベ
ツ

　

１
，
２
０
０
ｔ

①
２
０
０
万
本

② 

キ
ャ
ベ
ツ

１
，
０
５
２
ｔ

①
高
温
の
た
め
遅
れ
等
発
生
し
集
荷
対
策

を
す
す
め
た
が
未
達
。
生
産
振
興
の
継
続

と
出
荷
規
格
の
見
直
し
を
す
す
め
る
。
②

作
柄
不
良
・
荷
姿
変
更
等
に
よ
り
減
少
。

新
規
顧
客
提
案
と
機
械
収
穫
試
験
、
反
収

向
上
対
策
試
験
を
実
施
。今
後
も
継
続
実
施
。

⑵
計
画
・
適
正
生
産
の
推
進

　

①
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
早
期
産
地
化

　

②
夏
ハ
ク
サ
イ
の
適
正
生
産

　

③
レ
タ
ス
生
産
力
維
持

①
新
規
１
万
本　

② 
２
２
０
万

　

ケ
ー
ス
以
内

③ 

１
，
３
０
０
万

　

ケ
ー
ス

①
約
６
，０
０
０
本

②
２
１
８
万
ケ
ー
ス

③
１
，
２
９
０
万

　

ケ
ー
ス

①
夏
場
の
高
温
等
に
よ
り
良
質
な
フ
ェ

ザ
ー
苗
が
減
産
。
引
き
続
き
需
要
に
応
じ

た
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
増
産
を
す
す
め
る
。
②

作
期
誘
導
、
代
替
品
目
生
産
に
よ
り
価
格

確
保
が
で
き
た
。
次
年
度
も
年
間
計
画
生

産
に
取
り
組
む
。
③
計
画
比
99
％
、
昨
年

比
1
0
9
％
。
秋
作
の
作
柄
安
定
対
策
と

単
価
向
上
を
目
指
す
。

２
．
集
出
荷
対
策
の
向
上

⑴ 

広
域
集
荷
や

バ
ラ
集
荷
な

ど
モ
デ
ル
Ｊ

Ａ
で
の
多
様

な
集
荷
体
制

整
備
（
協
議
）

果
実
／
１
件

野
菜
／
１
件

き
の
こ
／
１
件

果
実
／
２
件

野
菜
／
１
件

き
の
こ
／
１
件

果
実
／
２
Ｊ
Ａ
に
て
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ン
ふ
じ
の
バ
ラ

出
荷
対
応
。
約
１
，
５
０
０
Ｃ
Ｔ
。
野
菜
／
県
外
共
選
体
制
の

調
査
、
収
支
計
算
に
よ
る
重
点
Ｊ
Ａ
へ
の
提
案
、
ア
ス
パ
ラ
自

動
計
量
結
束
機
の
実
演
会
の
開
催
。
き
の
こ
／
Ｊ
Ａ
と
の
課
題

確
認
実
施
。
Ｊ
Ａ
構
想
に
併
せ
た
整
備
が
必
要
と
な
る
。
課
題

は
横
も
ち
運
賃
、集
荷
便
確
保
。
一
元
集
配
送
目
標
に
取
り
組
む
。

３
．
商
品
提
供
力
の
強
化

⑴
多
様
な
販
売
手
法
へ
の
取
り
組
み

　

① 

リ
ン
ゴ
長
期
貯
蔵
販
売
の
拡
大

①
２
０
，
０
０
０

　

コ
ン
テ
ナ

①
１
７
，
０
４
０

　

コ
ン
テ
ナ

天
候
の
影
響
で
、
品
質
低
下
が
目
立
ち
、

貯
蔵
仕
向
け
が
減
少
（
計
画
比
85
％
）。
引

き
続
き
継
続
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
る
。

⑵ 

加
工
・
業
務
需
要
、
輸
出
事
業

へ
の
対
応
強
化

　

① 

ブ
ド
ウ
輸
出
の
拡
大

①
10
億
円

①
９
・
６
億
円
①
計
画
比
96
％
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
中

心
に
、
東
南
ア
ジ
ア
圏
へ
の
輸
出
。
引
き
続
き

商
品
提
案
を
行
い
販
路
開
拓
を
す
す
め
る
。

⑶ 

総
合
品
目
宣
伝
に
よ
る

　

認
知
度
向
上

実
施

実
施

情
報
発
信
ツ
ー
ル（
各
品
目
動
画
等
）を
作
成
中
。

各
種
品
目
販
促
ツ
ー
ル
が
順
次
完
成
。
作
成
済

動
画
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
発

信
、
本
会
Ｈ
Ｐ
を
含
む
活
用
方
法
の
検
討
。

４
．
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
長
野
米
集
荷
推
進
の
実
施
と
販
売
力
強
化

⑴
集
荷
数
量
の
確
保

７
８
，３
０
０
ｔ

出
荷
契
約
比
99
％

の
集
荷
確
保

①
主
食
う
る
ち
米
の
概
算
金
引
上
げ
、

集
荷
奨
励
等
を
通
じ
て
、
出
荷
契
約

数
量
を
上
回
る
集
荷
を
推
進
す
る
。

②
長
野
米
輸
出
・
消
費
宣
伝
を
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
む
。

【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

30
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
Ｊ
Ａ
別
Ｓ
Ｓ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
践

県
下
Ｓ
Ｓ
数

１
５
５
Ｓ
Ｓ

１
５
２
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
計
画
に

基
づ
き
統
廃
合
を
実
践
す
る
。

２
．
ガ
ス
事
業
の
営
業
体
制
強
化

Ｇ
Ｌ
Ａ
設
置
販
売
所
数

15
販
売
所

39
販
売
所

全
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
Ｇ
Ｌ
Ａ
活
動
を
展
開

し
、
販
売
促
進
企
画
書
に
基
づ
き
営
業
力

強
化
に
努
め
た
。
今
後
、
階
層
別
研
修
会

を
開
催
し
、燃
転
・
暖
房
推
進
に
取
り
組
む
。

３
．
営
農
車
の
取
扱
強
化
に
よ
る
台
数
確
保

取
扱
台
数

３
，
０
０
０
台

２
，
８
４
３
台

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
を
装
備
し
た

長
野
県
限
定
車
の
設
定
に
よ
り
営
農
車

取
扱
台
数
の
拡
大
に
努
め
た
。
ス
ズ
キ

「
キ
ャ
リ
イ
」
の
Ｊ
Ａ
仕
様
車
設
定
に

向
け
た
検
討
を
す
す
め
る
。

４
．
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
の
収
支
改
善

カ
ー
メ
ン
テ
収
益
の
確
保

（
供
給
金
額
）

５
３
４
百
万
円

５
４
９
百
万
円

統
一
・
独
自
供
給
促
進
に
取
り
組
み

カ
ー
メ
ン
テ
供
給
に
努
め
た
。
今
後
も

拡
販
施
策
を
実
施
し
、
供
給
高
の
確
保

に
取
り
組
む
。

５
．
生
活
事
業
取
扱
強
化

⑴ 

満
足
度
向
上
と

推
進
体
制
強
化
に
よ
る

宅
配
お
ま
か
せ

会
員
戸
数
の
維
持

７
，
０
０
０
戸

６
，
２
３
７
戸

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
満
足
度

向
上
に
努
め
、
休
止
会
員
へ
の
再
開
案

内
を
開
始
し
戸
数
維
持
に
努
め
た
。
引

き
続
き
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
戸
数
維
持
・
確

保
に
取
り
組
む
。

⑵ 

巡
回
体
制
強
化
に
よ
る

家
庭
薬
配
置
戸
数
の

確
保

８
９
，
０
０
０
戸

８
４
，
０
１
６
戸

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と
配
置
員
の

資
質
向
上
に
努
め
た
。
配
置
戸
数
は
高
齢

化
等
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
戸
数
の
確
保
に
取
り
組
む
。

⑶ 

セ
レ
モ
ニ
ー
県
域
施
行

件
数
の
確
保

４
，
０
０
０
件

３
，
８
５
６
件

施
行
件
数
確
保
に
向
け
小
規
模
葬
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
等
に
努
め
、
墓
所
清
掃
・
布
団

供
養
の
拡
大
を
す
す
め
た
。
事
業
環
境
に

対
応
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
る
。

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

30
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴ 

空
舎
利
用
に
よ
る
生
産
農
場
の

稼
働

１
農
場

１
農
場
準
備

J
A
子
会
社
立
上
げ
準
備
、
31
年

6
月
稼
働
予
定
。

⑵ 

生
乳
出
荷
量
の
確
保

９
５
，
０
０
０
ｔ

９
０
，
６
３
８
ｔ

県
本
部
酪
農
生
産
基
盤
強
化
対
策

事
業
等
を
活
用
し
た
乳
用
後
継
牛

頭
数
の
維
持
拡
大
。

⑶ 

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
農
場

の
設
置

３
農
場

３
農
場
検
討

1
農
場
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
始

め
る
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑴
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の

　

販
売
促
進

２
，
０
０
０
頭

２
，
１
８
５
頭

和
牛
出
荷
の
増
加
、
品
質
維
持
。

⑵ 

特
色
あ
る
「
信
州
産
」
牛
乳
・

乳
製
品
の
商
品
開
発
・
販
売

開
発
・
販
売

イ
ベ
ン
ト
等
で
の
信

州
産
牛
乳
・
乳
製
品

の
P
R

S
B
C
ミ
ル
ク
マ
ガ
ジ
ン
牛
乳
セ

ミ
ナ
ー
、
信
州
の
畜
産
酪
農
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施
。

３
．
飼
料
用
米
の
流
通
体
制
の
確
立

⑴
流
通
数
量

１
，
７
０
０
ｔ

１
，
１
８
４
ｔ

30
年
産
飼
料
用
米
。

４
．
地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑴
進
捗
状
況

2
箇
所
検
討

２
箇
所
検
討

J
A
、
専
門
酪
と
の
事
業
懇
談
会

に
お
け
る
意
見
聴
取
。

５
．
県
本
部
生
産
農
場
の
素
畜
供
給
機
能
拡
充

⑴
素
牛
販
売
頭
数
（
三
岳
牧
場
）

50
頭

60
頭

育
成
成
績
の
向
上
・
維
持
。

⑵
素
子
豚
供
給
頭
数

　
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー
）

２
１
，
６
０
０
頭

２
２
，
５
３
６
頭

多
産
系
種
豚
へ
の
切
替
、
生
産
技

術
向
上
に
よ
る
供
給
頭
数
の
増
加
。

⑶
初
妊
牛
上
場
頭
数

　
（
八
ヶ
岳
牧
場
）

30
頭

20
頭

相
対
取
引
含
め
県
内
供
給
を
推
進
。
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き
の
こ
課

生
産
販
売
部

S
S
協
同
経
営
課

　
県
本
部
き
の
こ
専
門
委
員
会（
事
務
局
／
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
き
の
こ
課
）
常
任

委
員
会
は
、
大
型
連
休
中
の
５
月
４
日（
土
・
祝
）
に
松
本
市
ア
ル
ウ
ィ
ン
で

行
わ
れ
た
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
v
s
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
戦
に
お
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
販

促
用
資
材
の
『
き
の
こ
を
食
べ
る
ス
ー
プ 

コ
ン
ソ
メ
味
』
を
使
っ
た
ス
ー
プ

を
振
る
舞
い
長
野
県
J
A
グ
ル
ー
プ
産
き
の
こ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。
快
晴
の

も
と
、
会
場
と
な
っ
た
フ
ァ
ン
パ
ー
ク
は
翌
日
の
子
供
の
日
に
合
わ
せ
た
催
し

な
ど
も
あ
り
セ
レ
ッ
ソ
サ
ポ
ー
タ
ー
も
含
め
て
大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
常
任
委
員
で
あ
る
き
の
こ
生
産
者
が
お
勧
め
す
る
え
の
き
た
け
・
ぶ
な

し
め
じ
・
な
め
こ
・
エ
リ
ン
ギ
が
た
っ
ぷ
り
と
入
っ
た
ス
ー
プ
に
小
さ
な
お
子

様
か
ら
も
「
お
い
し
い
！
」「
も
っ
と
食
べ
た
い
！
」
と
の
声
が
あ
が
り
、
用

意
し
た
１
，
５
０
０
食
分
の

ス
ー
プ
は
約
１
時
間
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　
J
A
み
な
み
信
州
は
、
き
の
こ
の
重
点
取

引
先
で
あ
る
、
ユ
ニ
ー
㈱
、
㈱
ハ
ロ
ー
ズ
、

㈱
長
野
県
A
・
コ
ー
プ
に
お
い
て
、
同
Ｊ
Ａ

産
の
き
の
こ
を
購
入
さ
れ
た
お
客
様
に
、
各

店
の
商
品
券
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
７
月
31
日
㈬
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
J
A
み
な
み
信
州
が
発
案
し
、

各
店
と
J
A
全
農
長
野
が
共
同
で
実
施
す
る

企
画
で
、
ユ
ニ
ー
と
ハ
ロ
ー
ズ
で
は
今
年
で

5
年
目
、Ａ・コ
ー
プ（
同
J
A
管
内
５
店
舗
）

で
は
今
回
が
初
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
盛
夏

期
に
お
け
る
き
の
こ
の
消
費
喚
起
策
と
し
て
、

店
舗
で
の
売
場
確
保
、
来
店
さ
れ
る
お
客
様

へ
の
P
R
が
大
き
な
目
的
で
す
。
各
応
募
は

が
き
に
は
対
象
商
品
の
購
買
動
機
や
料
理
レ

シ
ピ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
欄
を
設
け
、

今
後
よ
り
よ
い
商
品
提
供
に
つ
な
が
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

旨
い
ス
ー
プ
で
熱
い
応
援
を
！

J
A
み
な
み
信
州『
買
っ
て
当
て
よ
う
！

商
品
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』を
実
施

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
は
、

県
内
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
強
化

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
長
野
コ

シ
ヒ
カ
リ
な
ど
を
（
公
財
）
長
野
県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
た
の
は
長
野
コ
シ
ヒ
カ
リ

３
ト
ン
、
信
州
ま
る
ご
と
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
３
，
０
０
０
本
、
ふ
る
さ

と
の
な
め
茸
茶
漬
け
１
，
５
０
０
本
。

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
よ
り
、
木
曽
少
年

相
撲
ク
ラ
ブ
、
上
田
西
高
校
レ
ス
リ

ン
グ
部
、
飯
山
高
校
ス
キ
ー
部
な
ど
、

全
国
を
は
じ
め
各
種
大
会
で
活
躍
し

て
い
る
県
内
の
13
団
体
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　
４
月
25
日
㈭
の
贈
呈
式
で
、
全
農

長
野
の
嶌
田
武
司
副
本
部
長
が
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
林
泰
章
理
事
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
嶌
田
副
本
部

長
は
「
長
野
県
の
選
手
が
、
来
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
様
々

な
大
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
贈
呈
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

林
理
事
長
は
「
選
手
は
各
競
技
で
結

果
を
残
し
、
順
位
を
上
げ
て
い
ま
す
。

選
手
、
関
係
者
を
代
表
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
贈
呈
は
、「
県
内
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
強
化
に
役
立
ち
、
た
く
ま
し

い
選
手
が
育
つ
よ
う
に
」
と
平
成
11

年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
21
年
目
と

な
り
ま
し
た
。

長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に

長
野
米
３
ト
ン
な
ど
を
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課
は
４
月
22
日
㈪
、

県
下
各
地
の
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
同

に
会
す
る
、
今
年
度
１
回
目
、
平
成
最
後
の
「
Ｓ
Ｓ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
全
体
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
の
池
田
洋
一
生
活
部
長
が
、
今
年
度
の

事
業
推
進
に
あ
た
り
「
事
業
環
境
と
課
題
」「
Ｊ
Ａ

自
己
改
革
重
点
取
組
事
項
」「
事
業
計
画
必
達
方
策
」

を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
年
間
油
外
商
品

販
売
優
秀
ス
タ
ッ
フ
、
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
資
格
取

得
者
、
バ
ッ
テ
リ
ー
プ
ロ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
者
な

ど
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
神
田
正
担
当

よ
り
、
７
月
以
降
に
新
た
に
導
入
さ
れ
る
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
タ
ブ
レ
ッ
ト
」「
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
」
の
説
明
と
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
発
券
の
実

演
が
あ
り
、
出
席
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
令
和
元
年
、
Ｓ
Ｓ
業
界
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
組
合
員
は
じ
め
お
客
様
の
利
便
性
向
上
を
念
頭
に

置
き
、
更
な
る
Ｓ
Ｓ
運
営
強
化
を
図
り
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
事
業
協
同
経
営

「
Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
全
体
会
議
」

振る舞いの様子

きのこをたっぷりと入れたスープ

画像左から／ハローズポスター長尺、A・コープはがき、ユニーはがき

寄贈先
No 所属団体名 種目
1 木曽少年相撲クラブ 相撲クラブ
2 上田西高等学校 レスリング部
3 上田西高等学校 サッカー部
4 飯山高等学校 スキー部
5 松本第一高等学校 柔道部
6 伊那西高等学校 新体操クラブ
7 軽井沢高等学校 アイスホッケー部
8 佐久長聖高等学校 駅伝部
9 佐久長聖高等学校 スケート部
10 松本国際高等学校 男子バレーボール部
11 長野東高等学校 陸上部
12 東海大学付属諏訪高等学校 男子バスケットボール部
13 松本山雅FC ユースアカデミーU18

※表紙左下の写真／県スポーツ協会の林理事長（左）と全農長野の嶌田副本部長（右）

今年度の事業推進について説明をする池田部長

Reports
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総
務
広
報
課

　

年
号
も
令
和
に
改
元
さ
れ
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
長
10
連
休
と
長
期
休

暇
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も

終
了
し
、
世
間
で
は
休
み
疲
れ

な
ど
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

農
業
は
春
の
繁
忙
期
に
入
っ
て

い
ま
す
。
天
候
も
今
年
は
早
く

暖
か
く
な
り
そ
う
な
気
配
で
し

た
が
、
不
安
定
な
天
候
が
続
き

雷
雨
・
降
雹
・
凍
霜
害
と
農
作

物
へ
の
被
害
報
告
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
農
作
物
へ
の
影

響
が
心
配
で
す
。

　

先
日
、
あ
る
講
演
会
に
参
加

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
締
め
く
く
り
に
「
人
生
に
コ
ー

ル
ド
ゲ
ー
ム
は
な
い
」
と
の
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
諦

め
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
た
次
第
で

す
。

　

6
月
１
日
は
「
牛
乳
の
日
」、

ま
た
6
月
は
「
牛
乳
月
間
」
で
す
。

国
際
連
合
食
料
農
業
機
関
が
提

唱
し
、
日
本
で
は
一
般
社
団
法

人
Ｊ
ミ
ル
ク
が
定
め
ま
し
た
。

農
作
業
が
忙
し
い
こ
の
時
期
に

「
牛
乳
」
で
健
康
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
Y
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 40 115 113 
生 産 振 興 部 計 40 115 113 
米 穀 1,563 96 109 
果 実 64 143 120 
野 菜 花 き 784 111 115 
き の こ 1,441 130 146 
営 業 335 92 111 
生 産 販 売 部 計 4,186 109 121 
包 装 資 材 579 101 151 
生 産 資 材 1,775 107 99 
農 業 機 械 638 108 97 
施 設 住 宅 132 163 48 
生 産 購 買 部 計 3,124 108 100 
畜 産 1,528 122 112 
三 岳 牧 場 37 114 108 
SPF 繁 殖 セ ン タ ー 29 116 115 
酪 農 1,084 100 99 
八 ヶ 岳 牧 場 20 109 108 
畜 産 酪 農 部 計 2,698 112 106 
燃料・ホームエネルギー 2,400 121 114 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,087 117 105 
生 活 1,020 111 106 
生 活 部 計 4,507 117 110 
長 野 県 本 部 計 14,555 112 110 

平成 31 年度 4 月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位：百万円、％)

（内部販売高含む）

【生産販売部　米穀課　青
あお

木
き

 典
のり

子
こ

】
　はじめまして。米穀課の青木と申します。長
野市出身で、就職を機にUターンしてまいりま
した。毎朝、白米とお味噌汁を食べてから通勤
しています。特技はすべることです。スケート
もギャグもよくスベります。
　まだまだ未熟で至らない点も多いですが、
日々学ぶ姿勢を忘れずに努力していきたいと
思っております。よろしくお願い致します。

長野米パワーでがんばります！農薬の勉強がんばります！

【生産購買部　生産資材課　櫻
さくら

井
い

 涼
すず

香
か

】
　はじめまして、生産資材課の櫻井涼香です。
農薬を担当しております。出身は上田市で、特
技は高校から始めたクラシックギターです。
　今はまだ、分からないことや出来ないことが
多く勉強の日々ですが、一日でも早く仕事を覚
え、戦力になれるように頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

新 採 用 職 員 紹 介

果
実
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
果
実
課
は
、
４
月
17
日

㈬
か
ら
19
日
㈮
の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会「
Ｆ
Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｘ（
フ
ァ
ベ
ッ
ク
ス
）２
０
１
９
デ
ザ
ー

ト
・
ス
イ
ー
ツ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー
展
」
に
出

展
し
、
県
産
果
実
の
Ｐ
Ｒ
と
商
談
に
臨
み

ま
し
た
。

　
「
長
野
県
産
果
実
の
新
た
な
る
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
、
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出

す
べ
く
食
品
メ
ー
カ
ー
商
品
開
発
担
当
者

や
パ
テ
ィ
シ
エ
、
ホ
テ
ル
シ
ェ
フ
と
い
っ

た
業
務
用
取
り
扱
い
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
を

行
う
べ
く
本
県
産
果
実
の
魅
力
発
信
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
展
で
は
、
１
Ｍ
Ｃ
Ｐ
処
理
技

術
を
用
い
た
長
期
貯
蔵
リ
ン
ゴ
や
シ
ナ
ノ

ゴ
ー
ル
ド
の
無
調
味
セ
ミ
ド
ラ
イ
の
試
食

に
加
え
て
本
県
産
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
産
地
化

に
む
け
て
試
験
栽
培
し
て
い
る
冷
凍
ラ
ズ

ベ
リ
ー
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。「
国
産
」

「
産
地
指
定
」、
特
に
「
長
野
県
産
」
で
の

取
り
扱
い
要
望
は
強
く
、
本
県
産
果
実
の

期
待
値
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
果
実
課
で
は
、
今
回
の
展
示
会
を
き
っ

か
け
と
し
て
新
た
な
販
売
ル
ー
ト
開
拓
に

む
け
た
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
Fフ

ァ

ベ

ッ

ク

ス

A
B
E
X
2
0
1
9
デ
ザ
ー
ト・

ス
イ
ー
ツ
&
ベ
ー
カ
リ
ー
展
」に
出
展

6月の動き▶
4/27（土）～
6/15（土）

長野県産レタス・アスパラガス
キャンペーン 野菜花き課

6/1（土）
松本山雅FCホームゲームイベント

（牛乳PR）
サンプロ・アルウィン（松本市）

総務広報課

6/15（土）
松本山雅FCホームゲームイベント

（農畜産物PR）
サンプロ・アルウィン（松本市）

総務広報課

6/16（日）～
8/18（日） 長野県産夏やさいキャンペーン 野菜花き課

6/20（木）
グ
ル
ー
プ
会
社
定
時
株
主
総
会

（株）全農長野計算センター
JA長野県ビル

総合企画部

（株）JAアグリエール長野
JA長野県ビル

（株）マイパール長野
JA長野県ビル

（株）ジェイエイオート長野
JA長野県ビル

長野県農協直販（株）
JA長野県ビル

（株）長野エーコープサプライ
JA長野県ビル

6/21（金） （株）長野県食肉公社
JA松本市会議室

6/28（金）

（株）長野県A・コープ
JA長野県ビル

（一社）長野県農村工業研究所
JA長野県ビル

 　
全
農
が
特
別
協
賛
し
て
い
る
「
全
農
杯　

平
成
31
年
度　
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
」

の
長
野
県
予
選
会
が
、
５
月
11
日
㈯
に
飯
山

市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野

は
副
賞
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
県
予
選
会
に
は
、
長
野
県
卓
球
連
盟
に
登

録
し
て
い
る
小
学
生
１
７
５
名
が
出
場
し
、

ホ
ー
プ
ス（
小
学
６
年
生
以
下
）、
カ
ブ（
同

４
年
生
以
下
）、バ
ン
ビ（
同
２
年
生
以
下
）

の
部
に
分
か
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

入
賞
者
に
は
、
１
位
に
長
野
米
10
㎏
と
カ

レ
ー
セ
ッ
ト
、
２
位
に
長
野
米
５
㎏
と
炊
き

込
み
ご
飯
の
素
、
３
位
と
４
位
に
長
野
米
２

㎏
と
な
め
茸（
３
位
決
定
戦
な
し
）、
参
加

賞
と
し
て
全
選
手

に
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
を
贈
呈
。
４
位

以
上
の
選
手
は
、

７
月
26
日
㈮
～
28

日
㈰
に
神
戸
市
で

開
か
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

全
農
杯 

全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会 

長
野
県

大
会
に
副
賞
を
提
供

原料に長野県産果実を使用している商品を
展示 

来場者の注目を集めた全農長野ブース

Reports
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JA 全農長野ホームページ… https://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」… https://www.ja-town.com
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